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１��

伊
藤　

大
輔
（
民
進
党
・
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　
①�

小
・
中
学
校
の
土
地
に
か
か
わ
る

国
有
地

　
②�

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
た
取
り
組
み

　
③�

広
域
行
政
の
推
進

　
④�

八
ヶ
岳
キ
ャ
ン
プ

２��

安
東　
太
郎
（
た
ち
か
わ
自
民
党
・

安
進
会
）

　
①�

ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
に
つ
い
て

　
②�

子
供
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

３��

木
原　

宏
（
た
ち
か
わ
自
民
党
・

安
進
会
）
★

　
①�

「
立
川
市
発
達
支
援
計
画
」
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

４��

松
本
あ
き
ひ
ろ
（
た
ち
か
わ
自
民

党
・
安
進
会
）

　
①�

地
域
猫
対
策
に
つ
い
て

　
②
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
③�

学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
状
況

に
つ
い
て

　
④�

富
士
見
町
周
辺
地
域
の
状
況
に
つ

い
て

５��

高
口　
靖
彦
（
公
明
党
）
★

　
①�

我
が
ま
ち
の
２
０
２
５
年
問
題
に

つ
い
て

　
②�

子
ど
も
達
が
健
や
か
に
育
ち
ゆ
く

た
め
に

　
③
防
災
・
減
災
に
つ
い
て

６��

江
口　
元
気
（
た
ち
か
わ
自
民
党
・

安
進
会
）
★

　
①�

国
民
保
護
計
画
に
つ
い
て

　
②�

防
災
に
つ
い
て

　
③�

南
武
線
の
高
架
化
に
つ
い
て

７��

大
沢　
純
一
（
公
明
党
）
★

　
①�

砂
川
地
域
の
雨
水
対
策
に
つ
い
て

　
②�

孤
独
死
対
策
に
つ
い
て

　
③�

若
い
世
代
の
転
入
・
定
住
促
進
に

つ
い
て

８��

福
島　
正
美
（
公
明
党
）
★

　
①�

保
育
園
の
待
機
児
解
消
に
向
け
て

　
②�

ご
み
の
不
法
投
棄
・
ポ
イ
捨
て
防

止
に
つ
い
て

　
③�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
整
備
に
つ

い
て

９��

永
元
須
摩
子
（
日
本
共
産
党
）
★

　
①�

教
育
行
政
に
つ
い
て

　
②�

高
齢
者
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環

境
に
つ
い
て

　
③�
平
和
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

10��
大
沢　
豊
（
緑
た
ち
か
わ
）
★

　
①�

働
く
人
が
安
心
で
き
る
契
約
制

度
を

　
②�

障
害
の
あ
る
職
員
の
雇
用
に
つ
い

て

　
③�

自
治
体
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
支
援

と
全
国
首
長
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

11��

門
倉　
正
子
（
公
明
党
）
★　

　
①�

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

　
②�

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て

　
③�

市
道
２
級
21
号
線
と
市
道
２
級

20
号
線
（
林
泉
寺
通
り
）
交
差
点

に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
を
！

12��

瀬　
順
弘
（
公
明
党
）
★

　
①�

ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
に
つ
い
て

　
②�

富
士
見
町
の
諸
課
題
に
つ
い
て

　
③�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納

付
に
つ
い
て

　
④�

路
面
下
空
洞
調
査
に
つ
い
て

　
⑤�

市
内
の
街
路
灯
な
ど
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
つ
い
て

13��

中
町　
聡
（
日
本
共
産
党
）
★

　
①�

防
災
対
策
に
つ
い
て

　
②�

保
育
行
政
に
つ
い
て

14��

上
條　
彰
一
（
日
本
共
産
党
）
★

　
①�

オ
ス
プ
レ
イ
の
墜
落
事
故
に
つ
い

て

　
②�

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

　
③�

豪
雨
災
害
対
策
に
つ
い
て

15��

谷
山
き
ょ
う
子
（
立
川
・
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
★

　
①�

（
仮
称
）
街
路
樹
更
新
計
画
策
定

に
つ
い
て

　
②�

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
は
、

都
市
基
盤
整
備
の
施
設
計
画
の

全
体
像
が
見
え
る
改
訂
版
を

　
③�

単
独
調
理
校
を
維
持
し
な
が
ら
、

衛
生
管
理
上
の
安
全
性
を
維
持
・

向
上
さ
せ
る
こ
と
は
本
当
に
難
し

い
か
？

　
④�

そ
れ
ぞ
れ
が
個
を
認
め
合
え
る
多

様
性
社
会
へ
の
【
人
権
の
意
識
づ

く
り
】
は
進
ん
で
い
る
か
？

　
⑤�

貧
困
と
暴
力
な
ど
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
を
大
切
に
す
る

学
校
・
社
会
へ

16��

佐
藤　
寿
宏
（
た
ち
か
わ
自
民
党
・

安
進
会
）

　
①�

医
療
廃
棄
物
に
つ
い
て

　
②�

砂
川
七
番
モ
ノ
レ
ー
ル
駅
、
駐
輪

場
設
置
に
つ
い
て

　
③�

癌
治
療
の
現
状
に
つ
い
て

17��

山
本
み
ち
よ
（
公
明
党
）
★

　
①�

市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に

　
②�

平
和
事
業
に
つ
い
て

18��

中
山
ひ
と
美
（
た
ち
か
わ
自
民
党
・

安
進
会
）

　
①�

「
安
全
・
安
心
」
な
ま
ち
づ
く
り

を
！

　
②�
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
２
０
２
０
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
～

夢
を
の
せ
て
！

　
③�

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
す
る
た
め

に

19��

松
本　

ま
き
（
民
進
党
・
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　
①�

立
川
市
の
交
通
対
策
と
富
士
見
町

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
②�

給
食
の
食
器
に
つ
い
て

　
③�

が
ん
対
策
を
含
む
健
康
対
策
に
つ

い
て

20��

稲
橋
ゆ
み
子
（
立
川
・
生
活
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
★

　
①�

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
担
う
役
割
と
は
？

　
②�

２
０
２
５
年
高
齢
化
の
ピ
ー
ク
に

向
け
た
身
近
な
相
談
体
制
に
つ
い

て

　
③�

水
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

発達支援の体制づくりを早急に
関係機関と調整し、検討する

木原　宏（たちかわ自民党・安進会）

発
達
支
援
に
つ
い
て
は
、
早
期
の

取
り
組
み
、
医
師
の
診
断
を
早
く

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

医
療
機
関
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
小

児
科
へ
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
も
、
着
実
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

初
診
で
診
断
が
つ
か
な
い
場
合
や
診
断
後
の

支
援
な
ど
、
持
続
可
能
な
支
援
や
連
携
の
構

築
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
や
体
制

が
可
能
な
の
か
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

発
達
障
害
は
、
で
き
る
だ
け
早
い

発
見
と
対
応
が
安
定
し
た
社
会
生

活
の
た
め
に
重
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
の
相
談
業
務
か
ら
、
医
師
に
よ
る
診
断
へ

ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
げ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
医
学
的
な
知
見
か
ら

診
断
で
き
る
の
は
医
師
の
み
で
あ
り
、
本
市

に
は
大
き
な
専
門
病
院
が
な
い
こ
と
か
ら
、

地
域
で
受
診
で
き
る
体
制
を
模
索
す
べ
き
で

す
。
例
え
ば
、
市
が
予
算
措
置
を
し
て
、
地

域
の
医
療
機
関
の
優
先
枠
を
確
保
す
る
な
ど

の
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

小中学校にかかる国有地の購入を
今後の地代、検討課題だと考える

伊藤　大輔（民進党・市民フォーラム）

小
中
学
校
の
土
地
の
中
で
、
昔
、

農
道
や
水
路
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
「
赤
道
」
や
「
青
道
」
と
呼
ば
れ
る
土
地

や
相
続
の
物
納
な
ど
で
国
有
地
と
な
っ
た
土

地
の
借
地
料
を
、
国
や
都
へ
１
年
で
約
890
万

円
支
払
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
合
計
で
幾

ら
支
払
っ
て
き
た
の
か
伺
い
ま
す
。
今
後
20

年
の
期
間
で
考
え
れ
ば
、
借
地
料
を
払
い
続

け
る
よ
り
も
、
購
入
し
、
市
の
財
産
と
し
た

方
が
後
年
度
負
担
を
考
え
て
も
は
る
か
に
合

理
的
で
す
。
対
象
の
土
地
購
入
に
つ
い
て
、

議
論
を
始
め
る
べ
き
で
す
。

国
有
地
は
４
件
で
平
成
３
年
か
ら

計
約
１
億
１
千
325
万
円
、
都
有
地

は
１
件
で
昭
和
46
年
か
ら
計
約
１
億
３
千
443

万
円
と
な
り
、
国
有
地
と
都
有
地
の
合
計
で

約
２
億
４
千
769
万
円
を
支
払
っ
て
き
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
学
校
の
用
地
の
購
入
に
つ
い

て
は
、
新
校
舎
建
設
な
ど
特
別
な
事
情
が
あ

る
場
合
は
、
財
政
状
況
な
ど
を
勘
案
し
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
ご
指
摘

の
趣
旨
を
勘
案
し
、
今
後
の
地
代
で
あ
る
後

年
度
負
担
に
つ
い
て
は
、
検
討
す
べ
き
課
題

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

入学準備金の支給時期　早めては
新中学１年生は本年度から実施

安東　太郎（たちかわ自民党・安進会）

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、

都
の
対
策
で
も
教
育
支
援
や
生
活

支
援
な
ど
を
推
進
す
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
就
学
援
助
制
度
は
そ
う
い
っ
た
対

策
の
一
つ
で
す
が
、
特
に
入
学
前
は
費
用
負

担
が
多
い
た
め
、
就
学
援
助
の
う
ち
、
新
入

学
学
用
品
費
の
前
倒
し
支
給
制
度
を
導
入
す

る
自
治
体
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
26
市
で
は
２

市
が
先
行
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
本
市

で
も
導
入
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

夜
間
中
学
校
の
通
学
者
は
、
就
学
援
助
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

義
務
教
育
の
就
学
を
援
助
す
る
就

学
援
助
制
度
に
つ
い
て
、
入
学
準

備
金
の
支
給
時
期
を
入
学
前
に
早
め
て
い
る

自
治
体
が
全
国
的
に
ふ
え
て
い
ま
す
。
本
市

と
し
て
も
実
施
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
早
急
に

対
応
し
た
い
と
考
え
、
ま
ず
は
新
中
学
校
１

年
生
の
保
護
者
を
対
象
に
本
年
度
か
ら
先
行

実
施
し
、
新
小
学
校
１
年
生
へ
は
平
成
30
年

度
に
実
施
し
た
い
。
ま
た
現
在
、
夜
間
中
学

在
籍
者
は
、
就
学
援
助
規
則
で
は
対
象
と
明

文
化
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
規
則
の
改

正
を
含
め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

富士見町団地の状況について
建てかえなどとなった場合は、支援したい
松本　あきひろ（たちかわ自民党・安進会）

富
士
見
町
団
地
は
賃
貸
が
約
千
世

帯
、
分
譲
が
約
900
世
帯
弱
で
、
昭

和
43
年
に
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
が
建
設
し

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
築
年
数
も
約
50
年

と
な
り
、
住
民
の
高
齢
化
も
進
み
、
管
理
維

持
の
た
め
建
て
か
え
な
ど
も
視
野
に
入
り
ま

す
が
、
高
齢
者
の
方
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
か
ら
は
ど

の
よ
う
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
平
成
26
年
９
月
議
会
よ
り
話
が

出
て
い
る
中
央
橋
の
現
在
の
橋
面
補
修
工
事

の
状
況
と
、
今
後
の
予
定
を
伺
い
ま
す
。

所
有
者
の
方
々
の
意
見
が
ま
と
ま

り
、建
て
か
え
な
ど
の
方
向
に
な
れ

ば
、
建
て
か
え
な
ど
の
手
法
や
必
要
な
法
的

手
続
き
な
ど
の
相
談
、
利
用
可
能
な
制
度
な

ど
の
情
報
提
供
を
行
い
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

一
定
の
権
利
者
合
意
が
図
ら
れ
、
建
物
の
更

新
計
画
な
ど
を
策
定
す
る
時
点
に
お
い
て
必

要
な
都
市
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
協
議
し
ま

す
。中
央
橋
に
つ
い
て
は
、９
月
下
旬
か
ら
主

に
伸
縮
装
置
の
交
換
、
歩
道
の
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
キ
ン
グ
舗
装
及
び
車
道
舗
装
の
打
ち
か

え
を
行
い
、
12
月
末
に
施
工
完
了
予
定
で
す
。

○
議
長
、
副
議
長
及
び
監
査
委
員
は
、

そ
の
職
務
の
性
格
上
、
一
般
質
問
を

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一般質問（要旨）

市政について
問う

用語解説　「夜間中学」とは 用語解説　「赤
あか

道
みち

」「青
あお

道
みち

」とは
　市町村が設置する中学において、夜の時間
帯に授業が行われる公立中学校の夜間学級。
義務教育を終了できなかった方や諸事情によ
り中学校で十分に学べなかった方のために設
置されている。現在、都内に８校。

　９月 27日、会派名変更の届け出
があり、次のとおり会派名が変更と
なりました。
（新）市民フォーラム
（旧）民進党・市民フォーラム

　古くから道路や水路として利用されていた
土地のうち、法律上の道路や水路の敷地とさ
れずにそのまま残った土地のことで、国有地
である。公図に赤または青色で示されていた
ため赤道、青道と呼ばれる。

会派名の変更について


